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青年・若者への社会的インターンシップを実践する市民活動団体等への助成支援	

・若者の社会的インターンシップにおける活動支援金の助成事業 
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■基本情報 
	 □概要	 	  
これからの未来を創造する若者や子どもたちには、地域や自然の中で感じる力、人と関わ

り合う力を育む体験が必要です。本活動助成では、自らがそれらのチカラを育みたいと思

う意欲的な若者の社会的インターンシップを推進する団体等を支援します。年間 5 件程
度、交通費等全体上限 20万円を、公益性を有し利益を追求しない非営利法人等に助成し
ました。 
□助成件数	 	  
１．黒松内ぶなの森自然学校	  
２．札幌まるやま自然学校 
３．特定非営利活動法人大雪山自然学校 
４．NPO法人 ezorock 
□助成期間 
１．平成 30年 4月〜平成 31年 3月 
２．平成 30年 4月〜平成 31年 3月 
３．平成 30年 4月〜平成 31年 3月 
４．平成 30年 9月 18日〜平成 31年 3月 
□活動場所 
１．寿都郡黒松内町 
２．札幌市 
３．上川郡東川町 
４．安平、厚真、むかわ町 
□助成金総額	  
190,000円 
１．黒松内ぶなの森自然学校	 30,000円 
	 ２．札幌まるやま自然学校 30,000円 
３．特定非営利活動法人大雪山自然学校	 30,000円 
４．NPO法人 ezorock	 100,000円 

 
■助成成果（助成団体等からの声）  
黒松内ぶなの森自然学校 
「黒松内子ども自然体験活動	 インターンシッププログラム」	

子どもを相手にする活動は初めてながらも、自身の持つ力強さと繊細さを上手く発揮

し、時には大きな体で子どもたちを楽しませ、時には静かに心に寄り添い、子どもたち

とのよい関係を築くことが出来ていた。	

「自然に関わる」という広いキーワードの中で選んで来た、当団体での活動を通じて彼
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自身も自然の面白さを再確認し、自然に関わる仕事をしたいと改めて感じてくれたこ

とを嬉しく思う。元より興味を持っていた生態学や管理狩猟についてより今後深く学

び、自然環境に関わる業界の一員として活躍していくことを期待している。	

□参加者からの声 

17 日間という短い期間でしたがとても充実し、身になったインターンシップでした。

私自身子供は好きでしたが、初め子供との上手な接し方や環境教育活動での動き方が

分からず不安でしたが、スタッフの方々の子供への接し方や環境教育活動での動き方

などを見て徐々に理解することが出来ました。また、子供達は心身共に強く、やろうと

思えば出来ると 40 ㎞ WALK を体験した時、特に感じられました。子供達の限界を大人

が勝手に線引きしてはいけないことを理解しました。東京環境工科専門学校 4 年制の

野生動物保護管理技術者コースに編入し、狩猟に関する技術、知識を学びたいです。ま

た、動物の命を奪うことへの責任や自覚についても理解を深めたいです。	

札幌まるやま自然学校 
「子どもの放課後自然体験「ここいく」	 インターンシッププログラム」 

	 	 継続して活動に関わっているので子どもたちの信頼も厚く、動物園内でのミッション

を作成し、自ら子どもたちの前に立って指導する場面を増やし、遊びの面でも子どもた

ちをリードする場面が見られた。自分主体で子どもたちへ何かを発信する力が昨年よ

りもレベルアップした。今後の課題としては活動時のメリハリや内容の起伏なども意

識したディレクションをやっていけると良い。また様々な子どもとの関わりがある中

で子どもが今どんな気持ちなのかを深めながら続けていけると良い。 

□参加者からの声	

	 	 ●一貫したストーリーのあるプログラムを安定的に行えるようになりたい	

●自分のディレクションの魅力や強みを見つけ、自分にしかできないプログラムを企	

画・実践していきたい	

●フィールド、参加者一人一人にまでしっかりと目の届く安全管理を意識して活動を	

行なっていきたい	

特定非営利活動法人大雪山自然学校	

	 「イエティくらぶ東川校	 インターンシッププログラム」 
	 活動オリエンテーションの時から、様々なアウトドア活動に関心があることがあるよう

に見受けられた。実際の活動が始まると、まずは子どもたちとのコミュニケーションに悪

戦苦闘している姿が印象的だった。「大人を試す」子どもたちとの距離感を縮め、信頼を

築くためのやりとりを自然の中での遊びを通して経験し身に着けていた。信頼関係を築

けてくると、遊びに集中する場面や逆に見守る場面など、自分で考えながら子供たちとの

接し方を試しているように見られた。活動への参加回数が増えるにしたがって、自然の中

にある素材や道具を活用して子どもたちとの遊びを広げていく自然体験活動の技術を身

に着けていくことができた。また、保護者や他のプログラムサポーターなど、多様な大人

とのコミュニケーションを積極的にとることで、コミュニケーションの幅を広げる努力
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が見られた。インターンシップの現場で学んだ、信頼を築くコミュニケーション能力や自

然体験活動の技術を、今後の学生生活や将来教員となったときにも活用してほしい。 
	 □参加者からの声 

・子供達をどうしたら惹き付けられるか、もっと自分で色々と試してみたかった 
・子どもに限らず保護者や地域の方など年齢の離れた人とも関わる経験を通して、コミュ 
ニケーション能力を身につけていきたい。 
・様々な場面で主体的に活動に関わっていく力を身に着けたい 
NPO法人 ezorock 
「北海道胆振東部地震	 における子どものための支援プロジェクト（いぶりキッズ）」 
地震が起きて、自分でも何か関われることはないかと考えていた大学生にとって、地震の

被害が大きかった地域に関われる機会を創出できた。主な支援内容は、子どもと全力で遊

ぶお兄さん、お姉さんをするという分かりやすい内容で、地震のストレスを抱えた「子ど

も」や「その保護者」を癒すことにつながる実感ができたと自分たちでも力になれた経験

が彼らの自信につながった。 
□参加者からの声 
・自分たちが今できることは何かを考える、いいきっかけになった。 
・様々な人たちと関わる経験ができ、いろんな刺激を受けたので、いろんなことにチャレ

ンジしていきた。 
 
■助成事業の活動内容 
黒松内ぶなの森自然学校	 インターンシッププログラム 
「黒松内地域支援プロジェクト	 インターンシッププログラム」	

	 「子どもは、多くの人と出会い、様々な体験を共にすることで成長していく。自然という

舞台で子どもも大人も一緒になって活動し生活をする中で、多様な価値観や自然の美しさ

を知り、人を思いやること自分の思いを伝えることはもちろん、危険への察知や対処とい

った直観力を養う。子ども達の心身の成長を育むことを目的に、子どもの自然体験活動の

機会を展開している。 
当プログラムでは、「イエティくらぶ」「子ども長期自然体験村」を中心とした子どもの自

然体験活動に、カウンセラーとして現場での子どもの対応や自然体験活動の運営補助に携

わり、実践を通してその技術を学んでもらう。 
札幌まるやま自然学校	 インターンシッププログラム 
「子どもの放課後自然体験「ここいく」	  

	 	 毎週火・木に札幌円山動物を拠点に行なっている子どもの放課後自然体験活動「ここ

いく」にプログラムカウンセラーとして参加し、現場での子どもの対応や自然の中での

遊び方など現場運営に実践的に関わった。	

活動後には振り返りを行い、次回の活動にトライするなど各回にテーマを持って参加し

てもらった。振り返りでは子どもの気持ちややりたい遊び、ヒヤリハットなどを中心に
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フィードバックした。活動を積み重ねることでフィールドや子どもたちをより深く理解

することにつながり、活動に深みが出せるようなサポートをした。	

	 特定非営利活動法人大雪山自然学校	 インターンシッププログラム 
	 「イエティくらぶ東川校」 
	 	 月に 1回実施する小学生を対象とした自然体験プログラムにカウンセラーとして参加
し、現場での子どもや保護者の対応やイベント運営サポートなど現場運営に実践的に関

わる。活動前のミーティングで活動フィールドの状況や子どもについての情報共有も行

うことで、インターンシップの参加者自身が主体的に子どもに関わり、現場での遊びや

活動を広げられるように配慮した。また活動終了後には必ず、安全面の振り返り（ヒヤ

リハット）、子どもたちの様子の振り返り、インターンシップ活動の振り返りを行うこ

とで、参加者がステップアップできるようにフィードバックを重視します。 
	 NPO法人 ezorock 
「北海道胆振東部地震	 における子どものための支援プロジェクト（いぶりキッズ）」 
	 	 安平、厚真、むかわ町の子どもたちの遊び場「プレーパーク」（※主に週末に実施）に

おいて、子どもたちと遊ぶ支援サポートをし、安心安全に遊べる体制づくりに関わる。活

動の意義や目的、大学生個人のミッションをつなげるために説明会や事中のフォロー、事

後のふりかえりを実施して、関わりやすい環境を整えています。 
 


